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1 .	はじめに
化学物質のリスクアセスメント手法について

は，大きく，簡易的な手法（定性的な手法）と精
度の高い手法（定量的な手法）に分けられる（図
1）。これらの具体的な手法についてはいろいろ
なものがあるが，そのうちで有害性に注目した簡
易的な手法としてコントロール・バンディングが
ある。

このコントロール・バンディングの手法は，
英国の安全衛生庁（HSE）が1999年に公表した

「COSHH essentials」が基本となっている。こ
れを国際労働機関（ILO）が採用し，若干の修
正 を 加 え て「International Chemical Control 
Toolkit」という名称で公表している。また，国
内では，厚生労働省がILOのコントロール・バ
ンディング手法を基にした「リスクアセスメント
実施支援システム」1）をインターネット上で公開
している。さらに，これらのコントロール・バ
ンディング手法を改良したり拡張したりしたも
のとしてJISHA方式化学物質リスクアセスメン
ト（中央労働災害防止協会） 2）や最近公開された
CREATE-SIMPLE（厚生労働省） 3）がある。

コントロール・バンディング4）は，有害性の程
度とばく露の程度を「バンド」に分けてリスク評
価を行い，リスクレベルに応じたリスク低減措置

を決定するという手法である（図2）。バンドの
評価に当っては，安全データシート（SDS）に記
載されている情報を用いるため専門知識がなくて
も容易にリスク評価を行うことができる。

2 .	�ラベルや安全データシートによる化学物質の
危険有害性情報の把握 5）

職場で化学物質を取り扱う際に，その危険有
害性や適切な取り扱い方法などを知らなかったこ
とで，爆発や中毒などの労働災害が発生した事例
がしばしば報告されている。このような労働災害
を防止するためには，化学物質の危険有害性など
の情報がメーカー側からユーザー側に確実に伝達
され，事業場（ユーザー）は，その情報を活用し
て労働者への教育を行うとともに，リスクアセス
メントを実施し，リスクに基づく合理的な化学物
質管理を行うことが重要である。化学物質の危険
有害性に関する情報を労働者等に周知させるため
の制度として，平成18年12月1日に施行された
表示・文書交付制度があり，この制度では化学物
質の危険有害性に関する情報の提供方法として，
GHSに対応した表記による容器等への表示（ラ
ベル）や情報の詳細が記載された安全データシー
ト（SDS ：Safety Data Sheet）がある（図3）。

GHSとは，「化学品の分類および表示に関する
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図1　化学物質（有害性）のリスクアセスメント手法

図2　コントロール・バンディング
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世界調和システム」（The Globally Harmonized 
System of Classification and Labelling of 
Chemicals：GHS）のことであり，化学物質の

危険性や有害性を表現する方法として平成15
年（2003年）7月に国連が勧告したものである。
GHS は化学品の危険有害性を世界的に統一され
た一定の基準に従って分類し，統一された絵表示

（ピクトグラム）等を用いて分かりやすく表示し，
その結果をラベルや安全データシート（SDS）に
反映させ，化学物質を原因とした災害の防止や人
への健康障害の防止のほか，環境の保護にも役立
てようとするものである。ラベルやSDSに使用
される絵表示の意味を図4に示した。

図3　安全データシート（SDS）とラベル

図4　絵文字の意味
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ラベルには，化学物質の名称，絵表示，危険有
害性情報，注意書き，供給者を特定する情報が記
載されているが，安全データシート（SDS）には
ラベルの情報に加えてさらに多くの情報が記載さ
れており，その記載項目（16項目）を図5に示し
た。
図5の記載項目のうち「2　危険有害性の要約」

（GHS分類区分，危険性や有害性），「3　組成及
び成分情報」（成分名と含有量など），「8　ばく露

防止および保護措置」（ばく露限界値，経皮吸収
など），「9　物理的および化学的性質」（性状，沸
点，引火点，蒸気圧，爆発範囲など），「10　安
定性および反応性」，「15　適用法令」（労働安全
衛生法の通知対象物質など）などは最低限，確認
しておく必要がある。例としてシアン化水素の
SDSにおいて危険性や有害性が記載されている

「2 危険有害性の要約」の内容を図6に示した。
図6の上段の「GHS分類」の内容は，GHSの基

2．危険有害性の要約
ＧＨＳ分類
物理化学的危険性 引火性液体 区分1

自然発火性液体 区分外
人健康有害性 急性毒性（経口） 区分1

急性毒性（経皮） 区分1
急性毒性（吸入：蒸気） 区分1
眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 区分2A
特定標的臓器（単回ばく露） 区分1 （中枢神経系，呼吸器，心臓）
特定標的臓器（反復ばく露） 区分1 （中枢神経系）

環境有害性 水生環境急性有害性 区分1
水生環境慢性有害性 区分1

ラベル要素
絵表示又はシンボル：

注意喚起語： 危険
危険有害性情報： 極めて引火性の高い液体及び蒸気

飲み込むと生命に危険（経口）
皮膚に接触すると生命に危険（経皮）
吸入すると生命に危険（蒸気）
強い眼刺激
中枢神経系，呼吸器系，心臓の障害
長期又は反復ばく露による中枢神経系の障害
水生生物に非常に強い毒性
長期的影響により水生生物に非常に強い毒性

図6　シアン化水素のSDSの抜粋（「2　危険有害性の要約」）

1 化学品及び会社情報  9 物理的及び化学的性質（沸点，蒸気圧など）
2 危険有害性の要約（GHS分類区分など） 10 安定性及び反応性
3 組成及び成分情報（成分名，含有量など） 11 有害性情報
4 応急措置 12 環境影響情報
5 火災時の措置 13 廃棄上の注意
6 漏出時の措置 14 輸送上の注意
7 取扱い及び保管上の注意 15 適用法令（通知対象物質など）
8 ばく露防止及び保護措置（ばく露限界値など） 16 その他の情報

図5　安全データシートの記載項目
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準に基づいて危険性や有害性の程度を分類した結
果として「区分」が記載されている。この区分は，
数字が小さいほどその危険性や有害性の程度が強
いことを示している。また，図6の下段の「ラベ
ル要素」の内容は，上段のGHS分類に従った絵
表示や危険有害性の文章が記載されている。

3 .	コントロール・バンディングの具体的な手順5）6）

コントロール・バンディング手法によるリスク
アセスメントは，有害性の程度とばく露の程度を
安全データシート（SDS）の情報を基に評価し，
これらの評価結果をもとにリスクの見積り（リス
ク評価）を行うという手順で行われる。
⑴ 有害性の程度の評価

有害性の程度の評価にはSDSの「2　危険有害
性の要約」に記載されているGHS分類の区分の
うち「健康に対する有害性」のGHS分類区分を

利用する。フッ化水素の例を図7に示した。こ
のGHS分類区分を，表1のハザードグループと
GHS分類・区分との対応表を用いて，各有害性
の分類項目ごとにハザードグループを決定した結
果を図7の右欄に示した。

以下に，ハザードグループの決定方法を解説す
る。
「急性毒性（経口）（吸入）：区分1」のハザード

グループは「D」となる。「眼に対する重篤な損
傷・眼刺激性：区分2A」の英字の「A」はサブ
クラスを表すので「区分2」として評価を行い，
ハザードグループは「A」となる。「特定標的臓
器毒性（単回ばく露）：区分1」ハザードグルー
プは「C」となる。「特定標的臓器毒性（反復ばく
露）：区分1」のハザードグループは「D」となる。
次に，皮膚や眼との接触による障害の有害性の評
価を行うために，表1のGHS分類の区分でハザー

ドグループ「S」に該
当するものがないか
を確認する。「急性毒
性（ 経 皮 ）： 区 分1」
と「眼に対する重篤な
損傷・眼刺激性：区
分2A」がハザードグ
ループSに該当する。

「特定標的臓器毒性
（単回ばく露）」や「特
定標的臓器毒性（反復
ばく露）」は，経皮の
評価が行われている
場合のみであり，ハ
ザードグループ「S」
に該当しない。

フッ化水素として
ハザードグループを
1つにした有害性の程
度の評価を行う必要
があるので，このうち
でもっとも有害性が
高いハザードグルー
プである「D」を選択
する。ハザードグルー

表1　ハザードグループとGHS分類・区分との対応表（ILO）

ハザードグループ GHS分類・区分

A
急性毒性：区分5
皮膚刺激性：区分2，3，眼刺激性：区分2
すべての粉じんや蒸気で，他のハザードグループに記載がないもの

B 急性毒性：区分4，特定標的臓器毒性（単回ばく露）：区分2

C
急性毒性：区分3，特定標的臓器毒性（単回ばく露）：区分1
腐食性：区分1A，1B，1C，眼刺激性：区分1，
呼吸器刺激性，皮膚感作性，特定標的臓器毒性（反復ばく露）：区分2

D 急性毒性：区分1，2，発がん性：区分2
特定標的臓器毒性（反復ばく露）：区分1，生殖毒性：区分1，2

E 生殖細胞変異原性：区分1，2，発がん性：区分1，呼吸器感作性

S
皮膚／眼との

接触

急性毒性／経皮：区分1，2，3，4
特定標的臓器毒性（単回ばく露）／経皮：区分1，2
腐食性：区分1A，1B，1C
皮膚刺激性：区分2，眼刺激性：区分1，2，皮膚感作性
特定標的臓器毒性（反復ばく露）／経皮：区分1，2

注）　GHS分類・区分の，A，B，Cはサブクラスの意味

2．危険有害性の要約 ハザードグループ
人健康有害性 急性毒性（経口） 区分1 D

急性毒性（経皮） 区分1 D＆S
急性毒性（吸入：蒸気） 区分1 D
眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 区分2A A＆S
特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露） 区分1 C
特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露） 区分1 D

図7　フッ化水素のSDSの抜粋（「2　危険有害性の要約」）とハザードグループ
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プはAからDに行くに従って有害性が高くなる。
また，皮膚／眼との接触のハザードグループSが
1つでも選択されていたら，有害性の程度の評価
に「S」を加える。最終的にフッ化水素の有害性
の程度の評価の結果は「D&S」となる。
⑵ ばく露の程度の評価

ばく露の程度の評価は，飛散性と取扱量により
行う。飛散性は，粉体であれば発塵性，液体であ
れば揮発性を指標とする。発塵性は粉体の粒子の
形態により，揮発性は液体の沸点により表2を用
いて高，中，低のいずれの区分かを決める。これ
らの情報はSDSの記載項目の「9　物理的及び化
学的性質」に記載されている。フッ化水素のSDS
の例を図8に示したが，形状は「液体」，沸点は

「26℃」であることから，飛散性（揮発性）の区
分は「高」となる。また，取扱温度が常温（20℃）
より高い場合は，図9のグラフを利用して揮発性
の区分を決定する。
取扱量は，業務もしくはバッチあたりに取扱

う化学物質の量が，小量，中量，大量のいずれの

区分に該当するか対象化学物質が粉体か液体か
によって表3により決める。例えば，フッ化水素

（液体）の取扱量が10Lであるとすると，取扱量
の区分は「中量」となる。

⑶ リスクの見積り（リスク評価）
リスク評価は，有害性の程度の評価結果とば

く露の程度の評価結果から表4を用いてリスクレ
ベルを決定する。上記で評価したフッ化水素を例
にリスク評価を行ってみる。有害性の程度の評価
結果は，ハザードグループが「D」であったので，
表4の「ハザードグループD」の欄を参照し，ば
く露の程度の評価結果の取扱量が「中量」と飛散
性（揮発性）が「高」からリスクレベルは「4」と
なる。次に，表5のリスクレベルに応じた管理ア
プローチから，リスクレベルは「4」となり，管
理アプローチは「特殊」で，専門家の助言が必要
となる結果となる。また，ハザードグループ「S」
もチェックされていたので，皮膚及び眼の保護す
るための個人用保護具として保護手袋や保護眼鏡
などの着用が必要となる。

液
体
の
沸
点
（
℃
）

低揮発性

中揮発性

高揮発性

20 50 75 100 125 150

300

250

200

150

100

50

0

取扱温度（℃）

図9　取扱温度と揮発性の区分

表3　取扱量の区分

粉体 液体

取
扱
量

小量 mg mL
中量 kg L
大量 t m3

9．物理的及び化学的性質
物理的状態，形状，色など： 無色の気体あるいは液体 
臭い： 特徴的な臭気 
pH： データなし
融点・凝固点： －13℃（融点） 
沸点，初留点及び沸騰範囲： 26℃（沸点） 

図8　�フッ化水素のSDSの抜粋（「9 物理的及び化学的
性質」）

表2　飛散性の区分

発塵性（粉体） 揮発性（液体）

飛
散
性

低

破砕しないペレット様の固体。使
用中にほとんど粉塵が見られない。

（例：PVCペレット，ワックス加工
したフレーク，小球など）

沸点
150℃超

中

結晶化した顆粒固体。使用時に
粉塵は見られるが，すぐに飛散し
なくなる。使用後，表面に粉塵が
残る。（例：石鹸粉末など）

沸点
50℃～150℃

高

細かくて軽い粉末。使用時に粉
塵雲ができるのが目に見え，これ
が数分間空気中に残る。（例：セ
メント，カーボンブラック，チョークダ
ストなど）

沸点
50℃未満
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4 .	まとめ
化学物質の管理は，特化則など特別規則とよ

ばれるもので具体的な措置の内容が示されてい
るので，規制されている化学物質は法令で規定

された措置を実施し，特化則など特別規
則で規制されていない化学物質は，リス
クアセスメントを行い，リスクが認めら
れた場合はリスクを低減させる措置を事
業者が検討して実施していくということ
になる。このリスクアセスメント手法の
選択は事業者に任せられており，その最
も簡易な手法としてここで紹介したコン
トロール・バンディングがある。コン
トロール・バンディングは，特に専門
知識も必要なく，安全データーシート

（SDS）の情報を用いることによって容
易に化学物質のリスクアセスメントを行
うことができるということが大きな特徴
となっている。しかしながら，過大評価
する傾向があることや化学物質の危険性
の評価を行うことができないので，機能
の拡張を行ったJISHA方式化学物質リ
スクアセスメント（中央労働災害防止協
会）やCREATE-SIMPLE（厚生労働省）
などの手法を利用することも必要であ

る。なお，これらの機能の拡張を行った手法は，
化学物質の有害性のリスク評価も行うことができ
る。
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表4　リスクレベルの決定

取扱量 発塵性または
揮発性が低 揮発性が中 発塵性が中 発塵性または

揮発性が高
ハザードグループA

小量 1 1 1 1
中量 1 1 1 2
大量 1 1 2 2

ハザードグループB
小量 1 1 1 1
中量 1 2 2 2
大量 1 2 3 3

ハザードグループC
小量 1 2 1 2
中量 2 3 3 3
大量 2 4 4 4

ハザードグループD
小量 2 3 2 3
中量 3 4 4 4
大量 3 4 4 4

ハザードグループE
大，中，小量 4

表5　リスクレベルと管理アプローチ

リスク
レベル 管理アプローチ

1 管理アプローチ1 全体換気：全体換気および
適切な作業手順

2 管理アプローチ2 工学的管理：発生源での局
所排気の設置や蒸気に対す
る冷却コイルの設置など他
の工学的管理法など

3 管理アプローチ3 封じ込め：発散を封じ込める
か，または発生源を囲い込
む。封じ込めの小規模な破
れは許容しうる（サンプリング
や保守作業時）。

4 管理アプローチ4 特殊：管理手段の選択に際
し専門家の助言が必要

ハザードグループSの追加
的措置

皮膚や眼の保護の個人用保
護具の選択および使用


